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冬あじさい*rスプリングエンジェノレJシリーズの育成

工藤暢宏・ 田智行・木村藤夫

要 旨

.&-1今

冬あじさい「スプリングエンジェノレ」シリーズは、台湾や中国南部に分布する常緑性のカラコン

テリギ(め;drangeasc仰 densspp. chinensis) とアジサイ (H.macrophylla) との種間雑種である。カ

ラコンテリギを種子親、アジサイ園芸品種「チャーミングブ、ノレーリングJを花粉親として交配し、

交配後の肥大経珠を培養して得た雑種実生より選抜された品種である。「スプリングヰンジェル」

シリーズには、八重変化咲きの「スプリング、エンジェルピンクエレガンスJ、花色(がく片色)

がパステルブルーの「スプリングエンジェルブルーエレガンスム花弁にプリンジ (fringe) が入

る「スプリング、エンジェルフリルエレガンスJの3品種があり、し、ずれも、常緑性で、厳寒期(1

~2 月)に大輪の花を咲かせる特性をもっ。

緒員

め;drαngea属には世界に 23種あるといわれ、中

国、ヒマラヤ、 B本、フィヲピン、スマトラ島、ジ

ャワ島を含む東アジア一帯と南北アメリカ大陸に臨

離分布する。本j高の植物はほとんどが低木で、まれ

に小高木やつる性になる O

現在の間芸品種のもととなったアジサイ野生種

(Hydrαngea macrophyllα) は日本原産であり、 1800

年代以降にヨーロッパへ導入され、フランスなどで

品種改長が進められたヘそのため、現在のアジサ

イ盟芸品種は、「セイヨウ(西洋)アジサイ j ある

いは、本属名に由来する「ハイドランジア」と呼ば

れている。セイヨウアジサイは、花色変異が豊富で

閤芸的価値が高く、世界中で数百の品種が育成され

てきたが川、セイヨウアジサイは、日本から導入さ

れた比較的少数の系統(栽培化されていない H.

macrophyllaの系統を含む)をもとにして改良され

た品種群であるため、遺伝的多様性に乏しく開花時

期などの生育特性に関する改良はおこなわれてこな

本報告の一部は、関芸学会2003年度秋季大会で発表した

* I冬あじさしリは、 1月'"'-'2月の議寒期に開花する「スプリ
ングエンジェル」シリーズをために造られた販売戦略上の

新語である。
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かったヘ Hydrangeα属には園芸品種の成立に関与ー

していない多くの野生種が存荘しており、野生種の

もつ有用形質を園芸品種へ導入する方法を検討すべ

きであると考えられるが州、 Hydrangeα属における

遠縁交雑(分類学的に異なる亜節に属する韓両士で

の雑種育成)研究は、これまで日本や米国、フラン

スなどで数例試みられてきただけである。また、そ

れらの研究で作出された種間雑種は、生育弱勢を示

し、花型、花色が凡痛な潤芸的イ函館に乏しい植物で

あった弘山9，10，11)。最近、ベルギーを中心としたヨー

ロッパ各国で、砂drangeα属の遠縁交雑研究が取り組

まれるようになったが、営利栽培用品種の育成には

至っていないほ，13)。

群馬県の鉢花生産において、セイヨウアジサイは

シクラメンとともに代表的な品目に位置づけられて

おり、県内の生産者による育種も盛んで、我が国を

代表する品種(rミセスクミコJや「フェアリーア

イJ)が育成されている。本県の鉢花アジサイの出

荷は 3月中旬以降に始まり、 5月の「母の日 j需要

で出荷ピークを迎える。 1~2 月の厳寒期に開花す

る冬咲きのアジサイ品種は、国内外を通じてこれま

で育成例が報告されていない。 1 月 ~2 月期の鉢花

の市場出荷量は年間を通しでもっとも少ないが、こ

の時期に出荷できるアジサイ品種があれば、消費者

や市場に対して、 f群馬のアジサイ」を強く印象づ

けることができ、 3月中旬以降に本格化する鉢花ア

ジサイ出荷の大きな牽引力になると期待された。そ
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のため、県内アジサイ生産者より冬咲きの新品種育

成が強く求められていた。

アジサイ生産者の要望を受けて国内外のさまざま

な野生種を収集し、その特性を評価したところ、台

湾や中国南部に分布するカラコンテリギ (H.

sc仰 densspp. chinensis) 仁川が交配親として有望で、

あると判断された。カラコンテリギは、花色(がく

片色)が黄自色でがく片のサイズも小さく、園芸品

撞として利用されていなし、。しかし、常続性と冬咲

き'性をもち、カラコンテリギとセイヨウアジサイと

が交雑できれば、常縁性で、冬咲きの新しいタイプ

の品種を育成できる可能性がある。そこで、常緑性

と冬咲き性を育種自標として、新品種を育成する研

究に 1999年から取り組んだ。

ここでは、その成果である、アジサイ新品種「ス

プリングエンジェノレj シリーズの品種特性と育成経

過について報告する。

育成経遁

1 育種目標

育種目標は、常縁性で、 1'""'-'2月の厳寒期咲き(冬

咲き)の鉢花用の品種である。

2 育成経過

カラコンテリギ(的ノdrangeα scandens spp. 

chinensis) を謹子親、セイヨウアジサイ (H.

mαcrophylla) IチャーミングブルーヲングJを花粉

親として 2000年に交配した。交配 90'""'-'120日後、

緑化肥大した子房から乳白色の肥大した目安珠だけを

無菌的に摘出し人工培地で培養した6.8)。培養脹珠か

ら発芽した個体を脹珠培養と同じ人工培地に移植

し、 1，120個体の無菌実生を得た。翌 2001年の春、

無菌菌を馴化し、ガラス櫨室内で順調に生育できる

実生を得た。その後、生育が緩壊であったり、生育

を停止した実生をすべて廃棄し、健全な生育を示す

実生を 520株養成した。 2002年に常縁性で 1'""'-'2

月期に開花する実生を 42個体選抜した。その後、

花序の大きさ、花型、花色，株張り等に優れる 3個

体を選抜し育種を完了した。さらに、栽培特性等を

把握するため、農業技術センター内で試作を行うと

ともに、県内アジサイ農家での現地適応性の評価を

実施し、 2005年 3月 31 日付けで、「スプリングエ

ンジェルピンクエレガンスJ(図1)、「スプジング

エンジェノレブルーエレガンスJ(間 2)、「スプリン

グエンジェルフリルエレガンスJ(図 3) の 3品種

のシリーズとして品種登録を出願した。「厳寒期に、

群馬県から春のいぶきを首都圏の消費者に届ける

という意味で、「スプリングエンジェル(春の天使)J 

と命名された。 3品種ともに 2007年 10月 22日に

品種登録が完了し、登録番号は、「スプリングエン

ジェルピンクエレガンスJが第 15708号、「スプリ

ングエンジェルブルーエレガンスjが第 15709号、

「スプリングエンジェルフリルエレガンスJが第

15710号である。 2006年 1月、県内生産者に限定し

て種苗が記布された。現在でも種苗配布は群潟県内

の農家に限られている。また、 2007年の新春より

「冬あじさい・スプリングエンジェノレ」の名称で首

都圏向けの市場出荷が開始された。

品程特性

1 fスプリングエンジェノレ」シリーズ3品種に共

通する特性

常縁、非休眠性で冬咲きである。花序は従来のア

ジサイ園芸種と比べて大輪であり、花着き及び花保

ちに優れる(表1)0 原則として、冬季の鉢花出需

に対応した品種であるが、冬季に咲いた花が終わっ

てから花下の節で茎を切ると、下位節に花芽が形成

され、初夏 (5'""'-' 6月)に 2番花が咲く。そのため、

鉢花を購入した消費者が、長い間、家庭で花を楽し

むことができる(図的。 3品種ともに、両親種と比

べて株の樹勢が強く、栽培は容易である。セイヨウ

アジサイ「チャーミングブルーリングJ(図 5) と

比較すると、葉身長が長く、葉身1隔は狭いが、カラ

コンテリギ(図 6) と比べて、葉身長は長く、葉身

幅は広い。関東南部以西の温暖地では、露地栽培が

可能であり、栽培条件によっては四季咲き性を示す。

2 品種田有の特性

1)スプリングエンジェノレピンクエレガンス(図。

花形は装飾花が多いガクアジサイ型で、花色は淡

紫ピンク。装飾花は八重変化咲き(不完全な八重咲

きで、時に装飾花が帯化する)で、 3品種の中では

もっとも豪華な花を咲かせる。株はコンパクト。最

低気温を 10ocに保ったガラス温室での栽培では、 2
月中下旬に開花する。 3品種の中では晩生で、種子

親であるカラコンテリギと同等かやや遅い開花であ

る。

2)スプリングエンジェノレブルーエレガンス(園 2)

花形はガクアジサイ型で、花色は浅青紫。装飾花

は一重咲き。成葉の表聞に5齢、光沢がある。株はや

-84… 
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表1 スプリンクeエンジェ/レ3品種と肉親穏との特性比較

種名・品穏名 稜子親カラコンテリギ
[スプヲングエンジェル

ピンクエレガンスj

生育特性

落葉性 常緑 常縁

休日民性 非合~i震性 非休根性

開花持場 2月上~中旬 2月中~下旬

樹勢 普通 強い

樹形 関帳性 様帳性

樹高 中 中

花序

花形 ガクアジサイ裂 ガクアジサイ型

花序の大きさ 小事量 大事議

花F宇の直径 (cm) 16土6 26土4

花F手当たりの装飾花数 h6 12~16 

装飾花

装飾花の花形 一重咲き 八重変化咲き

装飾花の主色 黄白 淡紫ピンク

JHSカラーチャー卜No 2902 9702 

花色の変化性 なし あり

装飾花の大きさ 大

がく片の切れ込み なし あり

両性花

同性花の花形 -]室咲き 一三室咲き

向性花の花色 黄島~手L自 ピンク

芳香性 あり なし

1露

禁身全ii>の形 披針形 被針形

1喜身先端の形 鋭頭 鋭先頭

1喜身基部の形 くさび形 潟f先形

成葉表iiiiの光沢 やゃあり ゃゃあり

葉身の縦横比 3.5 2.2 

校

伎の斑点 なし なし

やコンパクト。最低気温を 10ocに保ったガラス温
室での栽培では、 2月上中旬に開花する。 3品種の

中では中生で、種子親であるカラコンテリギと同等

の開花である。

3)スプリング、エンジェルフリノレエレガンス(図 3)

花形は装飾花がやや多いガクアジサイ型で、花色

は白~淡紫ピンク。装飾花の色の変化性が強い。装

飾花は一重咲きで、 3品種の中では、もっとも大輪

である。樹勢は強く、最低気温を 10ocに保ったガ
ラス温室主での栽培では、 1月中旬から開花する極早

咲き。理子親であるカラコンテラギよりも日日以

上早い開花であるスプリングエンジェノレj シリ

ーズの他 2品謹よりも花着きが良好で、 3番花まで

楽しむことが可能である。

fスプリングエンジェル fスプリングエンジェル 花粉親セイヨウアジサイ
ブルーエレガンスj フリルエレガンスj fチャーミングブルーリングJ

常緑 常緑 薄葉

非休眠性 非休綬{生 休眠性

2月上~中旬 1月中旬 6月(季咲き)

強い 強い 普通

関帳性 掬娘役 関l陰性

中 中 中

ガクアジサイ型 ガクアジサイ型 ガクアジサイ型

大輪 大事金 中幸吉

25 3 27土5 21土5

8~12 8~12 20~25 

一議咲き 一重咲き 一議I咲き

浅青紫 自~淡紫ピンク 明紫育

8003 3301緬9702 7604 

あり あり あり

大 大 中

なし あり あり

-]室咲き 一重i咲き 一重i咲き

乳自 手L白 手子~紫

なし なし なし

被主1形 被針形 卵形

鋭先頭 鋭先頭 突E真

海i先形 i務先形 丸形

あり なし あり

2 1.8 1.5 

なし 少 rt 

考 察

「スプリングエンジェルj シリーズの育成は、

砂drangea属植物の遠縁交雑における初めての営利

栽培品種開発例である。また、厳寒期に出荷するア

ジサイ品種は、国内外を通じて「スプリングエンジ

エノレj シリーズのみである。また、カラコンテリギ

(H. scandens spp. chinensis) とアジサイ (H.

macrophylla) との交配では、接雑な育種工学的操作

を経ずに、月主珠培養で健全な雑種が得られている。

このことから、これまでに報告されたアメリカ亜節

85-

(sub-section Americanae) やノジウツギ亜節

(sub叩 ctionHeteromallae) の野生種とアジサイ(ア
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ジサイ亜節:sub“section Macrophyllae) との交配組

み合わせ6，7，S， 9，10)よりも交雑親和性がやや高いと考え

られ、カラコンテリギの属するコアジサイ亜節

(sub幽sectionPetalanthe) とアジサイの属するアジサ

イ亜節とは、亜節捕の遺伝的距離が近いと推測され

るO これまで、砂drangea属植物では亜節を跨いだ

種間交雑(遠縁交雑)が極めて難しいことが報告さ

れているので、カラコンテリギとアジサイとの交雑

の成功は、めJdr・angeα属の遠縁交雑ではむしろ希な

現象かもしれない。カラコンテリギとアジサイとの

遺伝的近縁性は、マイクロサテライトマーカー

(simple sequence repeat， SSR) を利用した砂drangea

属の系統関係に関する研究でも示されているへ

ところで¥カラコンテリギの分類学上の位罷付け

には諸説あって、九州南部から琉球諸島に分布する

トカラアジサイ (Hkawagoeana)、ヤエヤマコンテ

リギ (H.yのJeyamensis)やリュウキュウコンテリギ

(H. liukiuensis) を、カラコンテリギと同種とする

見解もあり:ぃぺ分類的位置が定まっていなしい，叫日)。

また、カラコンテリギ群 (Hchinensis complex) と

呼ばれる数多くの野生種が、台湾、中国大陸、フィ

リピンから記載されているが、分類や特性の評価は

十分なされていなし、。これらの野生種には、常緑性、

多花性、病害抵抗性や四季咲き性等のアジサイ閤芸

種への導入が期待される重要形質があるといわれて

おり、アジサイ育種への活用に向けた特性評価が待

たれている O

群馬県は全国有数の鉢花アジサイの産地である。

アジサイ生産者の半数が後継者や新規参入者からな

っており、今後、生産拡大が期待される重要花き品

目である。既に述べたように、鉢花アジサイの出帯

は 3月中旬から始まり、 5月の「母の日」向け需要

で出待のピークを迎える。本県アジサイ生産者の多

くは、鉢花アジサイと鉢花シクラメンを組み合わせ

た年間栽培スケジューノレを採用しており、「スプリ

ングエンジエノレj シリーズは、鉢花シクラメンの出

荷が終わる 12月中旬から鉢花アジサイの出荷が始

まる 3月上旬までの「作業関期j を活用して出荷で

きる品種である。

「スプリングエンジェノレj シリーズは、新春(厳

寒期)という販売シーズンの早い段階から「群馬の

鉢花アジサイj を市場や消費者に強く印象づける狙

いで開発された品種であり、 2007年の l月から、

あじさい・スプリングエンジェルj の名称で、首都

圏向けに市場出荷が始まった。それと問時に、我が

国有数の鉢花生産者(群馬県みどり市笠懸町在住)

が栽培した「スプリングエンジェルフリルエレガ

ンスjが、第 56回関東東海花の展覧会 (2007年 2

月開催)で、農林水産大臣賞(鉢物部門最優秀賞)を

受賞し、「スプリングエンジェルj シリーズの全面

的な知名度向上に大きく貢献した。

その後の行政機関・普及指導機関と連携した定着

・普及活動により、市場出荷 4年自を迎えた 2010

年の新春では、「群馬からの冬あじさしリあるいは

「群馬からのスプリングエンジェノレj という呼称で

市場に定着した感があり、「スプリングエンジェノレj

シリーズが「銘柄取号IJされるようになった。また、

一般向けの園芸雑誌、書籍等で繰り返し紹介された

ことで、消費者にも品種名が浸透し、首都圏の小売

躍では、毎年、一定の需要が見込まれるようになっ

た。

「スプリングエンジェル」シヲーズの栽培は比較

的容易で、、栽培方法はおおむね鉢花アジサイに準じ

る。非休日民性のため、鉢花アジサイで使われている

休日民打破用の「冷蔵施設」は不要であるが、 i月""'2

月出荷を屈指した鉢花生産では加混設備のある温室

が必要になる。また、屋外で苦の養成が可能で、ある

が、夏季の高温(おおむね 30度以上)により、苗

の生長が遅延する場合があるので、遮光や散水によ

り笛温度の上昇を防ぐ必要がある。「スプリングエ

ンジエノレ」シリーズは、鉢物用に育成された品種で

あるが、花著き、詑保ちがに良いことから、簡易施

設での切り花向けコンテナ栽培が検討されている。

また、関東以西の湛暖地では、庭鴎花木としての利

用が見込まれており、用途拡大にともなう需要増が、

今後、期待される。
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New Cultivars 'Spring Angel Pink Elegance'， 'Spring Angel Blue 
Elegance' and 'Spring Angel Frill Elegance' of Winter圃flowering，

Evergreen Hydrangea 

Nobuhiro KUDO， Tomoyuki OKADA and Yasuo KIMURA 

Summary 

The genus均ldrangeaincludes 23 species with a di員junctdistribution in the temperate and tropical regions of eastem 

Asia， eastem North America and South America. Hydrαngea macrophylla is the most popular species， and over 500 

cultivars of this species have been bred since the early 1900s by selection of natural mutants and intraspecific crosses 

among a limited number of emかancestr・alvarieties. Although its breeding has been successful， further improvements in 

the growth habits and f10ral characteristics of H. mαcrophylla are desirable. H. scandens ssp. chinensis is a small shrubラ

which is native to Southeast Asia and valued for its winter f10wering and evergreen foliage. A breeding program was 

commenced in 2000 to develop cultiars with winter f10wring and evergreen foliage. 'Spring Angel Pink Elegance¥ 

'Spring Angel Blue Elegance'註ndιSpringAngel Frill Elegance' are interspecific hybrids between H. scandens ssp. 

chinensis and H. macrophylla 'Charming Blue Ring ， through ovule culture. The three cultivars have sufficient 

horticultural merit: f10wering in winter， and evergreen foliageラandthey were released as commercial cultivars in 2005. 
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図 1 Iスプリングエンジェノレピンクエレガンスj

図3 Iスプリングエンジェルフリルエレガンス」

図5 種子親カラコンテリギ

図2 Iスプリングエンジェノレブルーエレガンスj

図4 Iスプリングエンジェルフリルエレガンス」

2番花の花雷

図6 花粉親「チャーミングブソレーリングJ

口

δnδ 

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

